
防コミの歩き方たずね歩き消防団
平成25年12月8日、小型動力ポンプの
更新配置に伴う引き渡しが神戸市民防災総
合センターにておこなわれ、北消防団では有
野支団第3分団第1班、八多支団第6分団
第2班、長尾支団第2分団の小型動力ポン
プ、計3台が更新されました。
各分団（班）では毎月2回機械器具点検

をおこなっているものの、更新前の小型動力
ポンプはいずれも平成7年製で18年を経過し
ているため、故障や不具合が絶えない状況
でした。これからも更新配置された小型動力
ポンプはもとより、機械器具等の適正な維
持管理に努めるとともに、地域の防火・防
災にご尽力いただきますようお願いいたします。

○小型動力ポンプの装備
1　小型動力ポンプ

（1）トーハツ可搬消防ポンプ
 （4サイクル）VF53AS

（2）検定出力：22kw
（3）規格放水性能：1.13㎥/min/
  0.55MPa

2　付属装備品
・吸管75A×4m（第1種検定品）2本
【ストレーナー、籐かご、吸管ロープ、
吸管枕木　各1】
・中継（75mmネジメス×65mm差込
オス）1個
・媒介金具（50mmメス×65mmオス、
65mmメス×50mmオス　各1個）
・消火栓用ソフト吸管（4m）1本、手
かぎ1
・管槍　1本
・ノズルチップ（可変噴霧ノズル）1個
・照明灯（三脚付）

（北消防署　消防団担当）

小型動力ポンプ更新
神戸市北区有馬町は、温泉街で道路が
狭隘、木造建物が密集していることもあり、
災害対策について、常日頃から、意識高く
取り組まれている地域です。有馬町防災福
祉コミュニティで、先日災害図上訓練がおこ
なわれましたのでご紹介します。
●災害図上訓練とは？
これまで、防災福祉コミュニティの訓練と
いえば、消火器具の取り扱い、応急処置法
など、具体的な手技の訓練が定番でしたが、
実際その手技を活用する状況を考えるため、
災害図上訓練をおこないました。災害図上
訓練とは、地図を用いて机上で災害対応の
検討をおこなう訓練で、今回は、ＤＩＧ（ディグ：
Disaster Imagination Gameの 略）という
手法でおこないました。
●訓練概要
用意するものは、 ①有馬町全体の大きな
地図（Ａ３サイズに拡大コピーしてつないだ地
図を活用） ②透明なシート ③数色の油性
マーカー ④除光液＆ティッシュ（消しゴムの
代わり）。まず、地図の上に透明シートをか
ぶせ、そこに、町の主要道路や行政機関、
避難場所など、町にある施設を記入し、町
全体の「つくり」を認識します。
次に、参加者の方々に、 ①大雨が続き、
神戸市内では災害が多発。町にも避難勧
告が発令され、避難誘導をしなければならな
い ②地震が起こり、町内では火災が発生。
消火、救助、避難をおこなわなければならな
い。といった訓練想定を付与しました。
各家庭にも配られているハザードマップの

内容を確認
し、土砂災
害や水災な
どの危険性
を理解、地
図上に記入
しながら、想定を基に、参加者各々が取るべ
き行動について、考えを出し合います。町で
作った防災マップも活用しました。
●得られたもの
町を熟知している方々の参加であり、「あ

の場所から雨降ったらよ～水流れとるから危な
いわ！ 」「土砂崩れやったら、こっちから逃げた
方がええなぁ！ 」と、活発に意見が出ました。
一方、災害想定を基に具体的行動を考えた
ことで、問題点も見えてきました。住民同士
の相互連絡方法は？ 災害発生時は一旦集ま
る？ orすぐ活動？ など、細かく取り決めていな
かった部分が、
実動の際のネッ
クになるだろう、
といった意見
が交わされまし
た。
●今後への課題
町を知り、その町の危険性を知り、行動を
考え、考察する。その一連の流れで、今ま
で見えてなかったものが、一部でも見えたこと
の意味は非常に大きかったと思います。見え
てきた問題点をひとつひとつ解決することで、
さらなる地域防災力の向上が見込まれることと
思います。 （北消防署　三宅　亘）

地域密着型　有馬町災害図上訓練を実施
きょうあい
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